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委員会の設置でリスクマネジメントの具体化を 安心感を得、自信をもっていただく支援を

ご利用者に合わせた訪問指導で在宅生活の継続を 口腔ケアからQOLの向上をめざして

当施設では平成 21年よりリスクマ
ネジメント委員会が設置されました。
その下に６つの委員会がおかれ、それ
ぞれに SM（セイフティマネジャー）
が配置されています。
私は事故・身体拘束防止委員会の
SMとして事故防止に努めてきました。
ご利用者の尊厳と安全に配慮した現場
でのアセスメントを重視し、予測され
る事故に対しても身体拘束のない防止
対策と職員教育に努めています。
一昨年、上司の勧めもありRM養成講座を受講
しました。その際、RMは老健施設すべてのリス
クに対応するスペシャリストと知り、不安でいっ
ぱいになりました。しかしこの研修でたくさんの
ことを学んだことで、ご利用者・ご家族に信頼さ
れ、スタッフも安心して働ける施設をめざし前向

高齢になると、さまざまな要因で生
活行動が不活発になることがあります。
特に、施設へ入所すると、慣れ親しん
だ家とは勝手が違うこともあり、心身機
能の問題も加わり、より一層不活発と
なってしまう恐れがあると思われます。
当施設では、療養棟で行われるレク
リエーションや体操等、作業療法士
（OT）により小集団での活動を行ってい
ます。OTの評価のもと日替わりで創作、
音楽、茶話会、習字などの余暇活動、
家事などの役割活動を展開しており、ご利用者の能
力を最大限、発揮できるよう援助を行っています。
OTの評価では、心身機能の他に今までの生活
や思いを分析しています。そのため、活動ができる
かできないかだけではなく、活動を通してどうなっ
てほしいか、あるいはどう感じてほしいかを設定し

私が老健施設のデイケアで働き始めて４年が経
ちます。
当初は時間の短いデイケアのリハビリに戸惑い
ましたが、在宅での生活を継続していくにはご利
用者にとって何が必要なのかを考える治療に、現
在はとても魅力を感じています。
昨年度の介護報酬改定により、リハ
ビリテーションマネジメントが強化され、
カンファレンスや訪問指導を通じてご利
用者やご家族との関わりが増えました。
そのようななか、在宅生活を継続する
上でデイケアのリハビリの重要性が増し
てきていると感じています。
特に訪問指導は実際にご利用者の
自宅にうかがい、環境調整や身体機
能に合わせた動作が提案できるため、
在宅生活を継続する上で非常に重要

私は当施設に就職して４年が経ちますが、それま
での10年間は歯科医院に勤務し、治療の介助や予
防処置に携わってきました。その間、患者さんの自
宅や介護施設を訪問することがありましたが、介護
度が高くなり口腔ケアができなくなっている方に接す
るうちに、今までの歯科衛生士としての経験を介護
施設で活かしたいと思うようになりまし
た。
介護施設で働きだした当初は歯科医
院との違いに驚き、戸惑うこともありま
したが、いまでは多職種で協働し、ご
利用者の生活を支えていくことにやりが
いを感じています。
口腔ケアの重要性は介護の現場でも
浸透しつつありますが、知識不足や技
術の未熟さから不安を抱きながら行わ
れているのが現状でした。そこで介護

きに取り組みたいと思うようになりま
した。
ご利用者・ご家族もさまざまな思い
をもって施設に来られます。インテー
クの場面では、可能なサービスの範囲
や事項をきちんと説明し、納得してか
ら利用していただくようにしています。
さらに今年度から、スタッフの接遇

とコミュニケーション能力の向上を図
りたいと考え、接遇委員会を追加、委
員会は計７つになりました。信頼され

るスタッフとしての接遇マナーや適切なコミュニ
ケーションを図ることで、相手が何を期待してい
るかを察知する力を養うことも、大切なリスクマ
ネジメントだと思います。
良好な信頼関係に基づく満足と安心の提供がで
きるよう、今後も取り組んでいきたいと思います。

ています。よくあるタオルをたたむ活動
も、自ら手を伸ばし次々に行うだけで
も素晴らしいのですが、「何枚もたため
ましたね」など、その人に応じた声掛
けをすることで意欲を持ってもえるよう
にしています。ほめられて安心感を得、
仕事をこなしたという自信をもち、「ま
だまだできる」と思ってもらえるよう支
援していきたいです。
本来は小集団活動の時間だけでなく、
日常的にも意欲が引き出せるように関わ

ることが理想と考えます。そのために、ご利用者が
活動しやすいよう環境づくりをし、取り組みやすい
活動はないかと模索するとともに、実現に向けて他
職種と連携していくことが重要と感じています。今
後もご利用者にとってのより良い生活実現をめざし、
チーム一丸となって取り組んでいく所存です。

だと思います。難しい場面も多いですが、ご利用
者の転倒防止や、ご家族の介護負担軽減など、実
際の生活に影響しやすいため、非常にやりがいを
感じます。
また、ご家族との関わりが増えるなかで、介護の
悩みや不安を相談され、「担当のセラピストがついて

いる、と思うと安心できる」「リハビリの
人に話を聞いてもらえるだけでも心強
い」との言葉をいただき、セラピストが
リハビリだけではなく、精神的な支えに
なる場合もあることに気づかされました。
今後も在宅生活の継続に老健施設
の果たす役割は多岐にわたってくる
と思われますが、多くの方が安心し
てご自宅ですごせるよう、また、そ
のご家族の支えになれるよう研鑽を
積んでいきたいと思います。

職に向けて口腔ケアの目的を知ってもらい、細かな
実技指導を実施することで、不安や疑問の解消に
つなげることができました。職員の技術の向上や意
識の変化から口腔観察の目が養われ、口腔内の異
常や機能的な変化などの気づきが増え、口腔に関す
る情報が飛び交うようになったのはうれしい変化です。

またチームの一員として介護度が重
い方や看取りの方など、それぞれの身
体の状態に合わせた口腔ケアを考え実
践しています。現在、当施設では経口
維持加算Ⅱを取得しており、多職種と
協働し最期まで口から食べるための支
援を行っています。
今後も一人ひとりのライフステージに
合った口腔ケアを提供し、口腔機能の
低下を防ぎQOLの向上をめざしたいと
思います。
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